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卜

ン
ネ
ル
区
間
十
・
三
キ
。

北
越
北
線

　
北
越
北
線
の
路
線
に
つ
き
ま
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
す

は
さ
き
に
鉄
道
公
団
東
京
支
社
で
そ

の
決
定
を
急
い
で
お
り
ま
し
昏
．
が
、

今
回
内
定
し
た
の
で
去
月
二
＋
一
日

同
公
団
東
京
支
社
青
木
工
事
部
長
ほ

か
、
三
名
が
来
市
、
市
議
会
を
は
じ

め
市
内
各
層
代
表
続
い
て
二
十
八
日

関
係
地
域
住
民
に
大
要
つ
ぎ
の
と
お

り
路
線
の
説
明
を
行
な
い
、
地
元
の

協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　
北
越
北
線
の
ル
ー
ト
は
現
在
運
輸

大
臣
に
認
可
申
請
中
と
な
っ
て
お
り

許
可
が
あ
り
次
第
早
々
に
着
手
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
工
事

が
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
よ
う
、
事
前
に

国
道
か
ら
高
架
で
現
駅
へ

地
元
の
皆
さ
ん
に
内
定
路
線
の
ご
報

告
を
申
し
あ
げ
、
ご
了
解
を
得
る

と
同
時
に
今
後
の
ご
協
力
を
願
っ
て

い
る
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
北
越
北
線
は
六

日
町
ー
直
江
津
間
七
十
キ
。
だ
が
、
直

江
津
ー
十
日
町
問
は
地
す
べ
り
地
帯

㊤
凸
版
は
路

　
線
平
面
図

㊦
北
越
北
線

　
説
明
会

　　　北越北線1六日町～十日町問ノ線路平面図

　　　　　　　　　ま　ま　　φ　　　　綴・・一一トンネル区問

蘇》．
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で
あ
る
た
め
、
さ
ら
に
く
わ
し
い
調

査
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

早
期
完
工
と
い
う
意
味
か
ら
十
日
町

六
日
町
間
と
区
切
っ
て
決
め
た
わ
け

で
あ
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
北
越
北
線
は
上

信
越
の
頁
中
を
と
お
る
最
短
距
離
で

関
東
か
ら
北
陸
地
方
へ
の
輸
送
に
大

き
な
使
命
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
本
線
は
優
等
列
車
で
あ
る
こ
と

上
越
線
に
比
べ
て
勾
配
や
カ
ー
ブ
が

ゆ
る
く
、
勾
配
で
は
千
分
の
十
四

（
上
越
線
千
分
の
二
十
）
カ
！
ブ
で

八
百
材
（
上
越
線
四
百
耕
）
で
あ
る
。

　
法
線
は
六
日
町
か
ら
出
て
ト
ン
ネ

ル
で
一
直
線
に
新
座
に
出
て
く
る
も

の
で
、
ず
い
ど
5
の
長
さ
＋
㌔
三
百

さ
ら
に
国
道
二
七
号
線
か
ら
（
田

川
橋
附
近
）
高
架
で
現
駅
に
入
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
法
線
は
公
団
と
し

て
自
信
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
、
お
そ
ら
く
こ
の
ま
ま
変
更
も
な

く
認
可
と
な
る
だ
ろ
う
が
、
今
後
用

地
買
収
そ
の
他
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

問
題
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
が
、
何
分

の
地
元
の
ご
理
解
あ
る
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。
工
事
は
来
年
か
ら
お

よ
そ
四
年
間
く
ら
い
で
概
算
五
十
億

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
な
お
津
池
附
近
に
地
下
駅
を
つ
く

る
予
定
で
い
る
。

　
鉄
道
建
設
計
画
作
業
に
よ
る
順
序

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

①
航
空
写
真
の
作
製

②
実
地
測
量
調
査

③
設
計

④
用
地
巾
杭
打

⑤
用
地
丈
量
調
査

⑥
設
計
協
議

⑦
用
地
買
収

⑧
工
事
実
施

十
日
町
市
職
員
募
集

　
市
で
は
水
沢
地
区
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
配
置
す
る
職
員
を

つ
ぎ
に
よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
1
．
募
集
区
分

　
　
ω
水
沢
地
区
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
一
名
、
自
動
車
運
転

　
　
　
手
一
名
、
給
食
調
理
員
四
名

　
　
図
南
中
学
検

　
　
　
ボ
イ
テ
技
士
一
名
、
給
食
調
理
員
二
名

　
　
⑧
水
道
水
源
地

　
　
　
ポ
γ
プ
運
転
工
一
名

　
　
㈲
市
役
所

　
　
　
自
動
車
運
転
手
一
名

　
　
⑤
勤
労
書
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
用
務
員
当
名

2
，
応
募
資
格

　
・
栄
養
十
は
栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る
者
（
昭
和
四
十
三
年
三
月

　
　
卒
業
に
よ
り
．
栄
養
士
の
資
格
を
取
得
す
る
者
を
含
む
）

　
。
ボ
イ
ラ
技
士
は
二
級
以
上
の
資
格
を
有
す
る
者

　
・
自
動
車
運
転
手
は
普
通
免
許
以
上
の
運
転
免
許
を
有
す
る
者

　
・
給
食
調
理
貝
は
女
子
と
し
、
年
令
四
十
才
以
下
の
者

3
，

4
．

5
．

試
験
方
法

第
一
次
試
験
（
口
述
）
十
月
二
十
日
（
金
）
午
後
一
時
市
中
央

公
民
舘
で
行
な
い
ま
す
。

受
験
申
込
書
（
市
役
所
市
長
室
に
あ
り
ま
す
）
に
履
歴
書
、
身

上
調
書
、
資
格
を
有
す
る
書
面
又
は
学
校
成
績
証
明
書
を
添
え

て
市
役
所
南
長
室
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

昭
和
四
十
二
年
十
月
十
日
か
ら
十
月
十
八
日
ま
で
く
わ
し
い
こ

と
は
市
役
所
市
長
室
に
お
間
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

全
国
物
価
統
計

調
査
に
ご
協
力
を

19■巳■■

購
灘
…
縷
…
灘
…
…
麟
騒

十
日
町
青
年
学
級
生

運
動
会

　
と
　
　
き
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と　　講と　　　と

き手師岩　 き

　
と
き
＋
月
十
六
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
後
七
時
三
十
分
か
ら

　
　
　
　
　
「
中
学
生
の
感
情
傾
向
に

　
　
　
　
　
つ
い
て
」

馴．
　
中
学
生
家
庭
教
育
学
級

　
と
こ
ろ

一口　髄●”

馴
と
　
き

．
　
料

鳳■
　
と
こ
ろ
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．
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甲
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＝
一
．
一
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『
．
＝
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一
…
－
．
冒
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…
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二
＝
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…
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一
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…
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…
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．
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積
極
的
な
陳
情
戦
術

関
越
自
動
車
道
誘
致
対
策
特

別
委
員
の
運
動

　
関
越
高
速
自
動
車
道
誘
致
に
つ
き

ま
し
て
は
市
議
会
の
特
別
委
員
会
を

は
じ
め
、
同
促
進
協
議
会
が
中
心
と

な
っ
て
中
央
に
彷
き
か
け
強
力
な
促

進
運
動
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
最
近

の
情
勢
で
は
、
十
日
町
を
通
る
か
、

魚
野
川
沿
い
に
通
過
が
有
力
か
、
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
法
線

確
定
が
十
一
月
道
路
審
議
会
に
図
ら

れ
技
術
陣
に
お
い
て
、
十
月
中
に
比

較
検
討
さ
れ
た
基
本
計
画
案
が
つ
く

ら
れ
る
と
い
う
段
階
で
あ
り
ま
す
、

以
下
は
市
議
会
特
別
委
員
会
の
主
な

運
動
経
過
で
す
．

〈
七
月
〉

九
日
　
小
千
谷
市
特
別
委
員
会
と
会

　
　
　
合
状
況
分
析
意
見
交
換

十
二
日
小
千
谷
市
特
別
委
員
会
と
上

　
　
　
京
陳
情

十
四
日
十
日
町
、
小
千
谷
両
市
特
別

　
　
　
委
員
、
柏
崎
市
議
会
と
合
同

　
　
　
で
大
竹
、
塚
田
、
田
中
（
角
）

　
　
　
各
代
議
士
と
建
設
省
高
速
道

　
　
　
路
課
へ
陳
情

十
八
日
市
内
各
層
代
表
ら
と
上
京

　
　
　
田
中
（
角
）
代
議
士
、
福
田
幹

　
　
　
事
長
ら
に
陳
情

く
八
月
V

四
日
　
県
知
事
に
十
日
町
通
過
イ
ン

　
　
　
タ
ー
チ
ェ
ン
ヂ
設
置
を
陳
情

十
八
日
県
庁
へ
市
長
、
菅
村
会
頭
各

　
　
　
種
団
体
代
表
津
南
、
中
里
両

　
　
　
議
員
、
特
別
委
員
等
で
大
会

　
　
　
決
議
文
、
陳
情
書
提
出
、
．
且

　
　
　
知
事
、
地
建
に
陳
情

〈
九
月
〉

八
日

特
別
委
員
始
め
各
種
団
体
代

表
十
八
名
で
大
会
決
議
文
及

び
約
三
千
名
の
署
名
簿
を
持

参
、
西
村
建
設
大
臣
始
め
、

田
中
代
議
士
以
下
県
内
衆
参

両
議
員
全
員
及
び
関
係
官
庁

へ
陳
情
。

分
譲
住
宅
の
申

込
み

　
県
住
宅
供
給
公
社
の
手
に
よ
り
、

中
条
駅
裏
、
旭
ヶ
丘
団
地
に
一
般
勤

労
者
向
け
分
譲
住
宅
が
来
年
か
ら
三

力
年
計
画
で
約
百
戸
建
設
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
す
で
に
回
章
等

で
お
知
ら
せ
し
て
あ
り
ま
す
が
、
分

譲
希
望
の
仮
募
集
を
今
月
三
十
一
日

ま
で
市
民
課
で
受
待
け
い
た
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
十
月
十
日
付
回
覧
文

書
を
よ
く
ご
覧
の
セ
希
望
者
は
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
．

　
な
お
L
地
（
宅
搬
六
十
坪
）
だ
け

希
望
の
方
も
受
付
嫡
て
お
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
ほ
市
民
課
ま
た

は
市
長
室
に
お
間
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

　
十
月
三
十
一
日
か
ら
十
一
月
九
日

ま
で
全
国
物
価
統
計
調
査
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
ご
の
調
査
は
消
費
者
物
価

間
題
の
検
討
に
資
す
る
た
め
に
行
な

か
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
物
価
問
題

に
関
す
る
基
礎
資
料
と
す
る
も
の
で

す
。　

な
お
こ
の
調
査
は
統
計
を
作
る
目

的
だ
け
に
使
用
さ
れ
、
他
に
も
れ
た

な
る
よ
う
な
こ
と
に
使
用
さ
れ
た
り

り
の
ま
ま
お
答
え
い
た
冥
き
た
く
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
娼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

わ
れ
、
小
売
価
格
の
実
態
や
銘
柄
別
一

の
出
回
り
に
ど
の
よ
う
な
差
が
あ
る
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

り
課
税
そ
の
他
申
告
者
の
不
利
益
に
隔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
闘

十
月
十
五
日
（
日
）

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

十
日
町
小
学
校
グ
ラ
ソ
ド

年
内
完
成
を
め
ざ
す

中
心
街
の
流
雪
溝
計
画

　
懸
案
の
流
雪
溝
設
置
計
画
は
去
る

四
日
十
日
町
土
木
事
務
所
か
ら
発
表

さ
れ
、
市
や
沿
線
住
民
の
協
力
を
要

望
し
ま
し
た
。

　
同
所
の
計
画
に
よ
る
と
田
川
に
水

源
を
求
め
て
ポ
ソ
プ
場
を
設
置
し
、

導
水
管
で
高
田
町
本
町
交
差
点
ま
で

あ
げ
、
こ
こ
か
ら
山
本
、
下
条
、
高

田
町
、
駅
通
り
方
面
に
水
を
分
け
、

現
在
の
側
溝
を
使
っ
て
雪
を
流
そ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
し
か
し
現
在
の

側
溝
セ
は
不
充
分
な
本
町
五
丁
目

（
約
三
百
材
）
は
新
設
、
高
田
町
踏
切

り
の
首
二
十
湾
は
故
良
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
こ
の
流
雪
溝
工
事
は
年
内
に

終
ら
せ
、
こ
の
冬
に
間
に
合
わ
せ
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
が
、
流
雪
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
沿
線
住
民

に
ょ
る
除
雪
協
議
臭
の
結
成
な
ど
．

協
力
体
制
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

公
民
舘

高
橋
順
治
先
生

芸
　
教
　
室

十
月
二
十
一
日
、
二
十
八

日い
ず
れ
も
午
後
一
時
～
五

時
ま
で

「
シ
ョ
ー
ル
か
ぎ
編
み
」

理
　
教
　
室

十
月
二
十
三
日
（
月
〉

午
後
七
時
三
十
分
乏
九
時

三
＋
分

公
民
舘

「
釜
め
し
の
つ
く
り
方
と

卵
の
料
理
実
習
」

　
　
　
　
　
午
後
七
時
三
十
分
～
九
時

圏
　
　
　
　
三
十
分

ロ

・
　
幼
児
家
庭
教
育
学
級

闇
と
　
き
　
十
月
二
十
四
日
（
火
）

日一

　
と
こ
ろ

口曜口■

講

師

　
版

と
　
き

講

■
　
｝モ聾r

含

と
　
　
き

　
講

口

16

日
～
22
日

行
政
相
談
週
間

　
相
談
委
員

　
　
　
　
　
庭
野
　
清
平

師

公
民
舘

押
見
虎
三
二
先
生

画
　
教
　
室

十
月
二
十
五
日
（
水
）

午
後
七
時
三
十
分
～
九
時

三
＋
分

「
カ
レ
ン
グ
ー
作
り
」

重
野
桂
二
先
生

唱
　
教
　
室

十
月
十
九
日
（
木
V

毎
週
木
曜
目

午
後
七
時
三
十
分
か
ら

宮
越
洋
一
郎
先
生

城
ヶ
丘
家
庭
教
育
学
級

■
と
　
》
さ

一曜巳贈陶閲麗悶61’口■

講

師

十
月
二
十
七
日
（
金
）

午
後
七
時
三
十
分
か
ら

「
た
く
ま
し
い
子
供
を
育

て
る
に
は
」

柄
沢
栄
夫
先
生

一294一
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投
票
日
ほ
1
1
月
5
日

参
議
院
（
離
）
議
員
補
選

立
合
演
説
会
は

10
月
3
0
日
午
後
7
時

市
民
体
育
舘
で

◎
今
回
の
選
挙
は
　
本
県
選
出
参
議

　
院
議
員
一
名
が
死
亡
し
た
こ
と
に

　
ょ
り
行
な
わ
れ
る
補
欠
選
挙
で
す

◎
選
挙
の
告
示
は
十
月
十
三
日
行
な

　
わ
れ
る
予
定
で
す
．

◎
選
挙
広
報
及
び
入
場
券
は
十
月
二

　
十
五
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
に
配

　
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
．

◎
参
議
院
選
挙
は
、
い
ま
ま
で
の
他

　
の
選
挙
と
比
べ
て
投
票
率
が
低
く

　
な
っ
て
い
ま
す
．
　
（
前
回
は
投
票

　
率
七
八
・
一
三
％
）

　
そ
の
原
因
は
、
選
挙
区
が
広
い
こ

　
と
と
か
、
身
近
か
な
選
挙
で
な
い

　
と
か
、
い
ろ
く
あ
る
に
し
て
も

　
国
会
の
中
に
お
い
て
果
す
良
識
の

　
府
と
し
て
の
役
割
の
重
要
性
を
考

　
え
、
ま
た
私
た
ち
の
投
票
が
政
治

　
と
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
に
は
ね

　
返
っ
て
く
る
こ
と
を
考
え
て
、
一

　
人
の
棄
権
も
な
く
投
票
い
た
し
ま

　
し
ょ
う
o

◎
不
在
者
投
稟
は
や
む
を
得
な
い
事

　
由
に
よ
り
選
挙
当
日
自
ら
投
票
所

　
に
行
け
な
い
者
に
つ
い
て
の
み
行

　
わ
れ
ま
す
．

　
こ
の
不
在
者
投
票
用
紙
及
び
投
票

　
用
封
筒
の
交
付
請
求
並
び
に
投
票

　
の
実
施
は
告
示
の
日
か
ら
投
票
前

　
日
ま
で
（
今
回
は
十
月
十
三
日
か

　
ら
十
一
月
四
日
ま
で
）
行
う
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。

◎
不
在
投
票
の
で
き
る
も
の

L
所
属
投
票
区
の
あ
る
市
町
村
の
区

　
域
外
で
職
務
業
務
に
従
事
中
の
も

　
の
。

会
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
事
故

高
山
保
育
所
完
成

　
去
る
七
月
以
降
建
設
中
の
市
立
高

山
保
育
所
は
こ
の
ほ
ど
完
成
、
四
日

喜
び
め
入
所
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
保
育
所
は
総
工
費
九
六
五
万
円

で
百
十
三
坪
の
平
屋
建
九
十
名
の
定

員
で
す
が
、
ジ
ャ
ソ
グ
ル
ジ
ム
四
台

四
連
ブ
ラ
ン
コ
す
ぺ
り
台
な
ど
の
遊

具
を
備
え
て
あ
り
ま
す
．

　
　
　
　
【
写
真
は
高
山
保
育
所
】

　
の
た
め
所
属
投
票
区
の
あ
る
市
町

　
村
の
区
域
外
に
旅
行
、
滞
在
中
の

　
も
の
。

翫
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
、
老
衰
、
不

　
具
、
産
褥
に
あ
る
た
め
歩
行
が
著

　
し
く
困
難
で
あ
る
も
の
。

4
交
通
至
難
地
に
居
住
、
滞
在
、
職

　
務
、
業
務
中
の
も
の
（
本
県
は
通

　
称
銀
山
平
、
三
面
の
み
）

5
所
属
投
票
区
の
区
域
の
属
す
る
都

　
道
府
県
の
議
会
の
議
員
の
区
域
外

　
の
住
所
に
居
住
中
の
も
の
。

◎
不
在
者
投
票
管
理
者

　
一
般
的
に
は
市
町
村
選
挙
管
理
委

　
員
会
委
員
長
が
な
り
そ
こ
で
投
票

　
を
行
う
こ
と
に
な
る
が
指
定
の
船

　
長
、
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
の
長
な

　
ど
が
な
り
．
そ
こ
で
行
う
こ
と
も

　
で
き
ま
す
。

◎
投
票
紙
等
の
請
求

　
こ
の
交
付
請
求
は
選
挙
人
が
所
属

　
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
長
に
対
し
て
直
接
ま
た
は
郵
便
に

　
よ
っ
て
、
官
公
署
、
会
社
、
事
業
所

　
医
師
、
歯
科
医
師
、
助
産
婦
、
市

　
長
村
長
等
の
証
明
書
を
提
出
し
て

　
行
い
ま
す
が
（
証
明
権
者
が
な
い

　
場
合
ま
た
は
証
明
権
者
が
不
法
な

　
拒
否
を
し
た
場
合
は
本
人
の
疎
明

　
書
が
必
要
）
指
定
の
船
長
、
病
院
長

　
老
人
ホ
！
ム
の
長
が
選
挙
人
に
代

　
っ
て
代
理
請
求
も
で
き
ま
す
（
こ

　
の
場
合
は
証
明
書
は
不
要
で
す
）

◎
不
在
者
投
票
を
行
う
場
所
等

　
不
在
者
投
票
用
紙
、
封
筒
を
受
取

　
っ
た
ら
必
ら
ず
不
在
者
投
票
管
理

　
老
の
管
理
す
る
投
票
記
載
場
所
で

　
行
っ
て
く
だ
さ
い
，
そ
れ
以
外
の

　
場
所
で
行
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

◎
脱
法
文
書
の
禁
止

　
選
挙
運
動
の
期
間
中
著
述
．
演
芸

　
等
の
広
告
、
そ
の
他
い
か
な
る
名

　
義
を
も
っ
て
す
る
お
問
わ
ず
、
文

　
書
図
画
の
頒
布
、
掲
示
の
禁
止
を

免
か
れ
る
行
為
と
し
て
候
補
者
の

国
民
年
金
任
意
加
入
の

申
し
込
み
は
早
め
に

　
明
治
四
十
四
年
四
月
二
日
以
後
に

生
ま
れ
た
二
十
才
以
上
の
人
の
な
か

で
次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
は
国
民

年
金
に
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

L
会
社
、
事
務
所
、
官
庁
等
で
彷

き
、
そ
こ
で
厚
生
年
金
ま
た
は
共
済

組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
の
配
偶
者

で
、
ど
ん
な
年
金
制
度
に
も
加
入
し

て
い
な
い
人
．

λ
現
在
恩
給
ま
た
は
年
金
を
受
け

て
い
る
人
、
ま
た
は
受
け
る
資
格
の

あ
る
人
。

．
認
器
器
・
．
”
”
器
・
．
認
o
●
鵠
器
”
“
”
器
“
．
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器
響
。
。
．
”
。
●
器
器
”
認
・
．
。
．
器
6
．
器
器
器
㎜
”
”
器
雛
”
器
”
器
”
；
”
器
器
器
”
・
・
“
器
器
”
器
器
器
”
器
“
器
器
・
・
器
器
9
0
。
，
．
o
器
”
・
・
“
器
器
器
器
鵠
．
o
”
器
器
器
器
”
．
・
・
．
”
。
。

〈
解
説
〉

改
正
借
地
家
法

　
こ
の
よ
う
な
制
度
が
設
け
ら
れ
た

の
に
、
こ
れ
を
踏
ま
ず
に
、
借
地
人

O
ほ
う
で
無
断
で
増
改
築
を
し
た
と

い
う
場
合
に
は
、
貸
主
側
に
契
約
解

除
が
認
め
ら
れ
易
く
な
り
ま
す
か
。

　
今
回
の
改
正
規
定
は
法
律
上
の
紛

争
に
な
る
前
に
、
妥
当
な
裁
断
に
よ

っ
て
法
律
関
係
を
合
理
的
に
運
営
し

③

よ
う
と
い
う
の
が
ね
ら
い
で
あ
り
ま

す
．
こ
の
よ
う
な
制
度
を
設
け
た
以

上
は
、
借
地
人
に
対
し
、
事
前
に
こ

の
裁
断
を
得
た
上
で
増
改
築
を
す
る

よ
う
期
待
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
か

ら
、
今
ま
で
は
地
主
に
対
す
る
信
頼

関
係
を
破
壊
し
な
い
と
い
っ
て
、
地

主
の
契
約
解
除
が
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
よ
う
な
増
改
築
で
あ
っ
て
も
、
借

地
人
が
こ
の
手
続
を
踏
ま
な
い
で
行

っ
た
場
合
は
、
契
約
の
解
除
が
認
め

ら
れ
易
く
な
り
さ
し
ょ
う
．
現
に
防

火
地
域
内
借
地
権
処
理
法
の
適
用
あ

る
地
域
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
手
順

を
踏
ま
な
い
で
無
断
で
堅
固
な
建
物

を
建
築
し
た
場
合
に
、
事
前
に
そ
う

い
う
道
が
開
か
れ
て
い
る
の
に
、
そ

れ
を
や
ら
な
い
で
し
た
の
は
契
約
を

解
除
さ
れ
て
も
し
か
た
が
な
い
と
い

う
判
例
も
数
件
あ
り
ま
し
た
。

鉱
2
に
掲
げ
た
人
の
配
偶
者

任
意
加
入
し
た
人
に
は
、
一
年
以
上

の
保
険
料
納
付
済
期
間
が
あ
る
場
合

に
そ
の
期
間
に
応
じ
た
通
算
老
令
年

金
が
六
十
五
才
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。
し
た
が
つ
て
、
早
く
加
入
し
て

納
付
期
間
が
長
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
多

額
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
加
入
者
世
帯
の
不
慮
の
事

故
に
際
し
て
は
．
そ
の
状
況
に
よ
っ

て
六
十
五
才
前
で
あ
っ
て
も
障
害
年

金
（
年
額
六
万
円
）
、
母
子
年
金
、
遺

児
年
金
、
準
母
子
年
金
か
婦
年
金
あ

る
い
は
死
亡
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
加
入
希
望
者
で
ま
だ
加
入
し
て

い
な
い
人
は
、
早
め
に
印
鑑
を
持
参

の
う
え
市
役
所
国
民
年
金
係
に
申
し

出
て
下
さ
い
。
そ
の
他
国
民
年
金
に

つ
い
て
歎
問
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

市
役
所
国
民
年
金
係
に
問
い
合
せ
て

下
さ
い
。

タ
パ
コ
は
市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

タ
バ
コ
の
代
金
の
う
ち
か
ら
納
入
さ
れ

る
税
金
は
．
市
の
道
路
．
学
校
等
の

経
費
に
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
．

（
誕
搬
搾
鑑
ρ

17日～20日

はかりの検査

市民体育舘で

氏
名
、
政
党
等
の
名
称
、
又
は
候

補
者
を
推
薦
し
、
支
持
し
、
若
し

く
は
反
対
す
る
者
の
名
を
表
示
す

る
文
書
図
画
の
頒
布
、
掲
示
は
禁

献
血
に
ご

　
愛
の
献
血
車
ゆ
う
あ
い
号
が
つ
ぎ

に
よ
り
十
日
町
市
に
派
遣
さ
れ
献
血

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

▽
十
月
三
十
一
日
午
前
九
時
≧
十
一

時
三
十
分
、
市
民
体
育
舘
▽
十
月
三

十
一
日
午
後
一
時
～
五
時
、
十
日
町

織
物
工
業
協
同
組
合
▽
十
一
月
一
日

午
前
九
時
≧
午
後
三
時
、
専
門
店
会

事
務
所

0
献
血
を
お
願
い
す
る
団
体
事
業
所

に
係
が
で
む
き
お
願
い
申
し
あ
げ
て

そ
の
後
打
合
せ
会
を
実
施
い
た
し
ま

す
。◎

前
記
以
外
で
献
血
希
望
の
か
た
は

当
日
実
施
場
所
で
受
付
い
た
し
ま

す
．
手
術
そ
の
他
で
血
液
を
必
要
と

す
る
と
き
の
お
問
い
合
せ
に
つ
い
て

は
、
市
役
所
衛
生
体
育
課
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
税
制
文
献
の

　
提
供
を

　
税
務
暑
で
は
、
国
税
庁
税
務
大
学

校
が
行
な
う
租
税
制
度
の
研
究
等
の

資
料
と
し
て
、
一
般
に
保
存
さ
れ
て

い
る
次
の
よ
う
な
文
献
等
に
つ
い
て

提
供
を
求
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
．

　
明
治
以
前
、
明
治
以
降
の
租
税
に

関
す
る
も
の
。

古
文
書
、
図
書
、
大
福
帳
、
写
真
、

器
具
類
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

　
　
銃
砲
の
刀
剣
類

　
　
登
録
審
査
会

O
会
　
場
　
十
日
町
市
公
民
舘
第
二

　
止
さ
れ
、
候
補
者
、
政
党
等
、
推

　
薦
届
出
者
運
動
員
、
候
補
者
と
同

　
一
戸
籍
内
の
者
の
氏
名
、
名
称
を

　
表
示
し
た
年
賀
状
、
寒
中
、
暑
中

　
見
舞
状
等
の
挨
拶
状
を
頒
布
、
掲

　
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
Σ

　
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
い
わ
ゆ
る

　
「
す
ぺ
り
こ
み
掲
示
」
は
禁
止
さ
れ

　
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

◎
「
す
ぺ
り
こ
み
掲
示
」
と
は

　
告
示
前
に
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す

　
る
者
の
氏
名
を
記
載
し
た
ポ
ス
タ

　
ー
を
人
の
見
え
る
と
こ
ろ
に
貼
っ

　
た
も
の
を
告
示
後
も
そ
の
ま
x
貼

　
つ
て
あ
る
も
の
を
い
う
。

協
力
を

　
　
　
　
　
会
議
室

0
期
　
日
　
十
月
十
九
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

0
持
参
す
る
も
の

L
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀

　
剣
類

乞
警
察
署
か
ら
交
付
を
受
け
た
「
銃

　
砲
刀
剣
類
発
見
届
出
受
理
証
」

翫
登
録
手
数
料
一
件
に
つ
き
四
百
円

　
4
印
鑑

　
　
山
本
区
画
整
理

　
　
地
内
の
通
学
区

　
　
を
設
定

区
画
整
理
地
内
の
町
名
制
定
に
伴
い

市
立
小
中
学
校
の
学
区
を
つ
ぎ
の
と
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
山
本
土
地
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

お
り
決
め
ま
し
た
。

〇
十
日
町
小
中
学
校
区

　
寿
町
四
丁
目
、
宮
田
町

O
川
治
小
中
学
校
区

　
河
内
町
、
千
歳
町
一
、
二
、
三
丁

　
目
、
寿
町
一
、
二
、
三
丁
目
。

学
習
に
意
欲
を
燃
や
す

農
業
婦
人
学
校

燕
並

　
　
こ
の
水
沢
地
区
は
世
帯
数
千
三
百

　
九
十
七
戸
、
う
ち
農
家
戸
数
千
九
十

　
四
戸
と
七
十
八
％
の
家
庭
が
農
業
を

　
行
っ
て
い
る
と
い
5
、
農
業
地
域
で

■
す
．

　
　
出
稼
農
家
、
兼
業
農
家
の
増
加
と

　
共
に
主
婦
が
農
業
の
重
要
な
担
い
手

　
と
な
っ
て
来
た
農
家
が
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
対

～31日22日

秋の全国交通安全運動

正しい歩行，正しい運転

騙
し
て
農
業
改
良
普
及
所
を
初
め
各
種

8　
指
導
機
関
よ
り
指
導
．
助
言
が
行
わ

ゆ

㎝
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
は
十
日
町

　
地
区
農
業
改
良
普
及
所
主
催
に
よ
る

囎
農
家
の
主
婦
対
象
の
自
営
者
冬
期
学

　
校
が
行
わ
れ
参
加
者
百
余
人
が
四
十

ロ
。
数
時
間
を
学
習
し
て
き
ま
し
た
。

り

”
　
公
民
舘
で
は
昨
年
の
こ
の
事
業
を

ロ

目
さ
ら
に
継
続
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

騙

　
今
ま
で
の
内
容
に
一
般
教
養
的
内
容

コ

閣
を
取
り
入
れ
普
及
所
、
農
業
の
助
言

ロ

・
や
協
力
を
受
け
な
が
ら
「
農
業
婦
人

コ
旧
学
校
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

薗
　
講
師
に
は
普
及
所
の
先
生
方
を
初

朋
め
保
健
所
、
高
校
、
県
社
教
主
事
の

㎜
先
生
方
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ロ

㎜
農
家
の
主
婦
百
二
＋
人
磐
の
申

｛
　
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
立
地
条
件
や

　
交
通
の
便
を
考
え
て
土
市
教
室
（
水

　
沢
地
区
公
民
舘
）
と
野
中
教
室
（
野

水
沢
地
区
公
民
舘

中
小
学
校
）
の
二
ヵ
所
で
学
習
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
学
習
は
夏
冬
を
道
じ
て
昼
間
に
行

い
夏
期
は
主
と
し
て
農
業
部
門
（
春

野
菜
の
作
方
．
秋
野
菜
の
作
り
方
、

苗
代
管
理
、
病
害
虫
防
除
、
等
）
や

先
進
地
の
視
察
を
行
い
、
冬
期
間
は

農
家
の
家
計
の
問
題
や
一
般
教
養
の

学
習
を
行
い
ま
す
．

　
参
加
者
の
九
十
％
位
の
人
達
は
昨

年
よ
り
継
続
し
て
出
て
い
る
方
の
た

め
か
質
間
も
作
物
の
品
種
、
肥
料
、

農
薬
と
細
か
な
こ
と
ま
で
出
て
非
常

に
意
欲
的
な
学
習
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
農
民
体
操
や
農
夫
（
婦
）

症
の
問
題
な
ど
も
熱
心
に
話
し
合
わ

れ
て
い
ま
す
．

　
現
在
は
農
繁
期
の
た
め
学
習
を
休

ん
で
い
ま
す
が
近
い
う
ち
に
冬
期
間

の
学
習
計
画
表
が
で
き
ま
す
の
で
ま

た
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
．

　
そ
の
他
婦
人
学
級
、
家
庭
教
育
学

級
、
青
年
講
座
、
講
演
会
と
い
ろ
い

ろ
学
習
の
機
会
を
作
っ
て
あ
り
ま

す
。

　
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
い
た
し

て
お
り
ま
す
．

一295一


